
 

 

派遣事業名 
全国高等学校総合体育大会 

バスケットボール競技 
派遣期日 令和 3 年 7 月 24 日〜7 月 28 日 

報告者 藤田公介 派遣先 アオーレ長岡 他 

 

１ 大会概要 

大会名称 
全国高等学校総合体育大会 

バスケットボール競技 
大会期間 令和 3 年 7 月 25 日〜7 月 30 日 

大会概要 
各都道府県の予選を勝ち抜いたチームが集まり、トーナメント形式で日本一を決め

る大会。今大会は、男子と女子が別日程で開催された。 

 

２ 担当試合 ※（試合内容は簡潔に書いてください） 

日程 令和 3 年 7 月 25 日 会場 長岡市市民体育館 

審判クルー CC: 藤田公介  U1:金岩貴之（佐賀）  U2:上西星太（滋賀） 

担当試合 東海大付属甲府 VS北陸 

試合内容 

スピードと攻撃力で上回る北陸が前半からテンポよく攻め、得点を重ねる。甲府も

ビッグマンの選手を中心に攻めようとするが、苦しいシュートが続き、得点を伸ば

すことができなかった。 

 

 

日程 令和 3 年 7 月 27 日 会場 アオーレ長岡 

審判クルー CC: 久米克弥（秋田）  U1:藤田公介  U2:長谷川悠貴 

担当試合 北陸学院 VS桐光学園 

試合内容 キャンセル 

 

 

日程 令和 3 年 7 月 28 日 会場 アオーレ長岡 

審判クルー CC:平出剛（栃木）  U1:大倉哲也（大阪）  U2:藤田公介 

担当試合 飛龍 VS明成 

試合内容 キャンセル 

 

審 判 員 派 遣 報 告 書 



３ 大会（研修会）を通して 《 学んだこと 感じたこと 県内審判に伝えたいこと 等 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初めて IH に参加して感じたことは、ベーシックの大切さです。フィジカルやスピード、戦術などの

レベルは上がりますが、私たちレフリーが取り組むべき内容は普段と変わらないと思いました。 

全国大会だからといって背伸びをしたり、特別なことをしたりする必要はなく、当たり前のことを丁寧

にコツコツと 40 分間、積み重ねていくことが重要だと思います。 

一方で、日頃の取り組みでどれだけ 1 つ 1 つを丁寧に意識して取り組めているか。「郡市大会だからこ

れくらいでいいや」ではなく、いつ・どの試合でも本番の意識を持って取り組まなければ意味がありま

せん。コロナ禍で県外に出ることができない中、いかに本番を想定し、IH のオンザコートでの自分自身

の立ち姿を具体的にイメージしながら取り組めるかが、香川県全体の今後の課題だと感じました。 

 

１ 地元 IH 開催に向けての新潟県の共通理解と取り組み 

地元 IH 開催に向けて、以下の 3 点を重点課題として取り組んだそうです。 

・自分達が地元 IH を成功させるという主体的な取り組みで県外審判員を迎えること 

・高校生のスピードにマッチした走力（スプリント、持久力）が最低限求められる 

・正しい判定の裏付けはメカや IOT のベーシックから 

 

現在は個々の審判技術の向上がメインですが、「IH を成功させる」という気持ちや「主体的な取り組

みで県外審判員を迎える」という点においても、香川 IH 審判クルーの中で共通理解を持ち、残り１年、

同じベクトルでさらに取り組んでいく必要があると思いました。 

そのために何をしていかなければいけないのかを考え、企画し、実施していきたいと思います。 

 

２ ベーシックの大切さ 

新潟 IH のテーマは「処置ミス０、トラベリング、FUL、RFG（インテグリティ含む）」でした。 

日頃、私たちが意識して実践していることが全国大会のテーマになるということは、それだけベーシッ

クが大事だということが分かります。この４項目やそれ以外の判定についても、１で述べた「裏付けは

メカや IOT のベーシック」に戻ってきます。トラベリングや FUL なども、それだけで考えるのではな

く、どういうメカクニクスで、どの IOT を活用することで、強い判定に繋がっていくのかを考えてい

かなければいけません。 

 

 処置ミス 0 については、TO も含めたクルーワークとルールの理解が鍵となります。試合前の TO ミ

ーティングで何を伝えるのか、初めて組むクルーとどうコミュニケーションをとり、適切に情報のやり

とりができるか。年齢やライセンスが違っても、CCM をもって接することができるかどうか。このよ

うに書くのは簡単ですが、実際に初めて会い、年齢もライセンスも上の人と組むのはとても緊張します

し、気を遣ってしまいます。そういう状況で、OOB の訂正がきちんとできるかどうか。「遠慮」がトラ

ブルの 1 番の原因になってしまいます。 

 

 今回、1 年半ぶりに全国大会に参加し、改めてその良さを感じました。刺激的な試合が多いというだ

けではなく、全国で同じように頑張っている仲間に再会し、また新しい出会いもありました。互いに情

報交換をすることで、自分自身のモチベーションにもなりました。今回学んだ内容を、県内の練習試合

等で還元し、香川 IH の成功に向けてより一層取り組んでいきたいと思います。 

最後になりましたが、今大会に派遣して頂きまして、香川県バスケットボール協会・審判委員会の皆

様には感謝申し上げます。今後とも、ご指導宜しくお願い致します。 


